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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
5 0 0 5 4 8 0 0 1 1 3 4 2 3 2 1
6 0 0 1 1 1 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0
7 * 0 0 6 11 2 4 0 2 5 7 3 1 2 0
9 * 2 3 1 5 2 2 2 1 1 2 1 1 3 0
11 * 0 1 3 4 3 4 0 1 4 5 3 6 2 0
17 0 0 0 1 4 1 2 1 3 1 4 1 0 1 2
28 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
31 * 0 0 7 10 3 4 0 4 11 15 3 1 2 1
33 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 0 1 0 1
34 * 1 5 3 6 0 0 1 1 5 6 2 1 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 1
3 17 26 51 12 18 6 14 32 46 17 14 12 6

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 0 0 1 1 2 0 0 2 1 0 1 1 1 0 0
5 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 * 1 5 2 5 0 0 0 0 4 4 5 0 3 0
9 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
19 * 0 2 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
21 * 1 3 5 13 2 2 2 1 2 3 2 0 0 0
23 0 0 0 0 5 0 0 2 1 1 2 0 1 1 0
25 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0
26 0 2 4 3 5 0 0 1 3 5 8 1 1 0 0
32 0 0 0 2 5 2 2 4 1 0 1 2 0 1 0
33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
35 * 0 0 2 12 1 2 0 1 9 10 3 3 0 0
99 * 0 0 0 3 0 0 0 2 2 4 2 3 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 3 3 0
4 18 17 52 5 6 14 10 25 35 19 10 7 0

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

73 51

敗チーム

試 合 日 2017.09.23
関西大学

戦評
【総括】
先日、大阪教育大学との延長戦の末、逆転勝利をおさめ首位を死守する関西大学と、この一戦をものにし、勢いを
つけたいびわこ成蹊スポーツ大学との対戦となった。第一ピリオドでは両チームともディフェンスに重きを置き、緊迫
したゲームを展開した。第二ピリオドに入っても均衡が続くが、びわこのターンオーバーを機に関西大が活気づく。
びわこはそれを食い止めることができず、リードを許して前半戦を終える。第三ピリオドの始まりとともに関西大が一気
にたたみかける。それにびわこは応戦できず、大きくリードを許してしまう。第四ピリオドも関西大が相手に流れを与
えず、落ち着いた試合運びで終止符を73－51で打った。
【第一ピリオド】
試合開始から両者共にマンツーマンを仕掛け、展開の早い試合が繰り広げられる。一進一退の攻防の中、両チー
ムともにまとまった得点を得ることができない。残り四分を切り、関西大は#5石野、#28中谷を起用することでディフェ
ンスのあたりをより一層激しいものにし、速攻から点数を重ねる。試合の流れは関西大に傾くように見えたが、びわこ
の#26中塚のドライブ#21今井の3Pシュートで食らいつき、主導権を渡さない。びわこ#26中塚のブザービートもあり、
第一ピリオドは16－19でびわこのリードにおわる。
【第二ピリオド】
開始からびわこは、速いテンポでオフェンスを仕掛け、得点を順調に重ねる。一方、関西大はシュートがなかなか
入らず、苦戦を強いられる。第二ピリオド中盤、びわこがタ―ンオーバーを多発し、関西大がその隙をついて#11森
田がゲームを組み立て、#31梶原を中心として点数を重ねる。25-25と同点まで迫ったところで、びわこがたまらずタ
イムアウトを取る。タイムアウト明け、びわこは#21今井を中心に攻めるが、ターンオーバーがなかなか減らず、思うよう
に得点につながらない。対して関西大は、勢いのまま♯34井上の連続得点から試合の流れを掴む。びわこが関西大
にリードを許し、42－33で前半を折り返した。
【第三ピリオド】
開始早々、関西大#7河野、#5石野の猛攻により、一気に15点差まで広げられたびわこがすかさずタイムアウト。追
いつきたいびわこ、#8山口の3Pシュートで勢いに乗りたかったが、関西大の堅い守りを崩しきることができない。試合
の流れを変えるべくオールコートゾーンプレスから3-2ゾーンを敷くも、関西大の#11森田の落ち着いたゲームメイク
でなかなか差は縮まらない。関西大は終始激しいディフェンスで、相手のターンオーバーを誘い速攻から得点を量
産し、リードを広げる。びわこはゾーンディフェンスを続けるも、うまく機能せず、有効な反撃をすることができず、60－
41と大きくリードを許す。
【第四ピリオド】
試合が終盤になり、両チームともに第一ピリオドほどの集中力を見せることができない。びわこ#25横谷の激しい
ボールマンプレッシャーから#26中塚の連続3Pシュートで差を段々と縮める。流れを渡したくない関西大が66－47で
タイムアウト。両者メンバーを落として次の一戦に備える形になったが、びわこは激しいディフェンスを続け、試合終
了のブザーがなるまで相手を苦しめた。それに対して関西大はインサイドを支配し、強固なディフェンスでびわこに
隙を見せず、73－51で試合を終えた。

主審 藤田 公介 副審 阪田 将清 戦評 朱・甲斐　(同志社)

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学開始時間 16:40
会　　場 桃山学院大学
コ ー ト 勝ち点 6 勝ち点 2試合ＮＯ 230

記録 関西学生バスケットボール連盟

関西大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

秋岡 和典 3 6
河野 拓海 14 29

MIN

只信 晶十史 0 3
石野 渉生 8 24

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

菅原 紳太郎 3 16
中谷 颯吾 0 4

西岡 晃司 10 24
森田 雄次 9 27

井上 諒汰 9 29
0 - -

梶原 聖大 17 29
関野 日久 0 9

0 - -
Team / Coach: 尾崎 勇太

0 - -
0 - -

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 73 200
RATE 17.6% 51.0% 66.7%

竹内 健吾 0 4
山口 直紀 7 23

ST BS MIN

岡田 龍明 2 11

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

今井 稜 15 28
木村 颯斗 0 9

下村 淳基 2 4
木村 郁斗 0 12

今田 哲志 6 20
中江 龍二 0 4

横谷 圭亮 2 10
中塚 隆仁 12 24

0 - -
0 - -

石川 敦裕 5 34
林 隼輔 0 17

RATE 22.2% 32.7% 83.3%

Team / Coach: 伊戸 重樹 -
合　　　計 51 200


